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第 1節 研究の背景 























































第 2項 研究の背景 





























年 3月 27日) 





























                                                   
3 文化芸術推進基本計画－文化芸術の「多様な価値」を活かして、未来をつくる－（第 1 期）
は平成 30年 3月 6 日に閣議決定され、我が国も文化行政の政策方針等に関する国の対応（今
後 5年間の文化芸術政策の基本的な方向性）が検討されている。（文化庁ホームページ）
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/hoshin/pdf/r1389480_01.pdf 
（最終閲覧 2018年 9月 27 日） 

































































は事実である。各団体は自らの保身や保護主義に陥らず広い視野で、5 年後 10 年後を捉え





















第 2節 先行研究 
本論の先行研究として次のような文献を用いている。 








http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/1341970.htm（最終閲覧 2018 年 9 月 27日） 
5「日本再興戦略」（平成 25 年 6 月 14 日閣議決定）、「教育振興基本計画」（同日閣議決定）、「こ
れからの大学教育等の在り方について（第三次提言）」（平成 25 年 5 月 28 日教育再生実行会議）
等を踏まえ、今後の国立大学改革の方針や方策、実施方針をまとめた「国立大学改革プラン」
を策定した。文部科学省ホームページ参照。 
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/1341970.htm（最終閲覧 2018 年 9月 27日） 
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『絵金極彩の闇』grambooks（2012）や拙論「大学における地域芸術の振興と役割につい

































https://www.ndc.co.jp/hara/about/（最終閲覧 2018 年 9月 27日） 
































                                                   
7 原研哉『RE-DESIGN─日常の 21 世紀』、朝日新聞社、2000年、pp.8-9. 
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筆者は 2001 年に徳島大学学章のデザインを担当し、その後 2009 年頃まで徳島大学大学
開放実践センター（以後、開放実践センターと記す）より印刷物のグラフィックデザイン
を担当している。開放実践センターは、「開かれた大学」を標榜し、学内共同教育研究施





























































する為に 2018 年 8 月にギュンター・グラス・ハウスでの現地調査を実施した。同施設で
















第 3節 研究の目的と方法 






























絵金の場合は、2012 年 10 月 28 日から 12 月 16 日まで、高知県立美術館において「絵


















  - 18 - 
第 2項 研究の方法 
























第 4節 本論の構成 
本論文は本章（序章）をはじめとして、第 1 章から第 4 章と、それらをまとめる終章か
らなる。 
まず、第 1 章では、地域芸術のこれまでの変遷と現状を検証する。第 1 節において、本
論における地域芸術の定義を確認する。第 2 節では、地域芸術をグラフィックデザインや





芸術教育の実践について述べる。第 3 節では、第 1 章のまとめとして、地域芸術の多様性
について考える。 














ューベック市の文化行政とグラス・ハウスの取組みについて述べる。第 5 節では、第 3 章
のまとめとして、グラスの芸術活動全般と地域性の関係について考察する。 
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第 1章 地域芸術に関する考察 
はじめに 
第 1節 地域芸術の現状 
第 1項 これまでの地域芸術 
第 2項 地域芸術の定義 
第 3項 地域芸術の価値 
第 2節 地域芸術の今日的課題と展開 
第 1項 グラフィックデザインの変遷 
（1）現代に至るグラフィックデザインの歴史的背景 
（2）グラフィックデザイナーの視点 





第 3項 マス・イメージの創造と課題 
第 4項 デザインの動勢 
第 5項 美術と教育 
第 6項 地方国立大学の実情と文化行政について 







 第 1 節では、地域芸術の現状を概観し、本論における地域芸術について定義付けを行
う。また、筆者の芸術関連のワークショップ等の実例を示していく中で、ここで示した事
例を用いて本論の前提となる問題意識を確認する。 
 第 2 節では、筆者の携わるグラフィックデザインの教育・歴史・デザイナーの視点につ
いて述べる。次に、生涯学習が地域芸術に包含されると考え、生涯学習の意義や日本文化
の特質を見て、創造活動、美術と教育、地方国立大学の芸術分野に関する実情を整理して




第 1節 地域芸術の現状 


























                                                   
10 山下晃平「日本国際美術展（東京ビエンナーレ）再考―戦後日本における国際美術展の志向
性」『美学』第 245 号、2014 年、p.85. 






















表 1 地域芸術の諸要素（筆者作成） 
地域芸術 








































































































                                                   
11 吉澤弥生「文化政策と公共性－大阪市とアート NPOの協働を事例に－」『社会学評論』第 58
号、2007 年、pp.170-187. 











（最終閲覧 2018年 3月 31 日） 























































2017 年 6 月に文化芸術の振興のための基本的な法律「文化芸術振興基本法」が改正され
た理由も、現今の社会情勢の変化に対応するものと考える。文部科学省白書18では、市町













18 文部科学省白書 2017 特集 1「社会的・経済的価値をはぐくむ文化政策の展開」


























                                                                                                                                                     
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201801/1407992_005.pdf 文部科学省ホー


























図 1 土佐天空の芸術祭 田んぼアート （2012 年） 
撮影：本山町農業公社 


















図 2 土佐天空の芸術祭 案山子作りワークショップ （2012 年） 
筆者撮影 
 




















図 3 キッズアートスクール 門松作りワークショップ （2013年） 
筆者撮影 
 


























































                                                   
21 バウハウスとは、ヴァルター・グロピウスにより創設され、近代デザインの礎となった「デ



































                                                   
24 現在、約 3000 名の会員を擁する日本で唯一のグラフィックデザイナーの全国組織である。
正式名称は公益社団法人日本グラフィックデザイナー協会である。 
http://www.jagda.or.jp/(最終閲覧 2018年 11月 8日) 
25 竹原あき子、森山明子『日本デザイン史』美術出版社、2003 年. 





28 uniform resource locator の略で、インターネット上でウェブページを指定する住所のよう
なもの。 
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人口減少が進むなか、高齢者は 2018 年 9 月 15 日時点（総務省統計局）29で前年同期を
44 万人上回る 3557 万人となり、総人口に占める割合は 28.1％と過去最高を更新した。ま
た 70 歳以上は 2618 万人に上り、全体に占める割合は初めて 20％を超えて 20.7％となっ
た。国民の 5 人に 1 人に相当する割合である。戦後の第１次ベビーブームに生まれた「団
















                                                   
29 総務省統計局では、2018年「敬老の日」を迎えるに当たって、統計からみた我が国の 65歳
以上の高齢者のすがたについて取りまとめられた。
http://www.stat.go.jp/data/topics/pdf/topics113-2.pdf(最終閲覧 2018 年 12 月 13日) 
30 人生 100 年時代を見据えた経済社会の在り方について首相官邸より基本構想がまとめられた。
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/ichiokusoukatsuyaku/jinsei100.html(最終閲覧 
2018年 12月 13 日) 
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「マリメッコ展」高知県立美術館（高知市）2016 年 1 月 23 日～3 月 27 日、ワークショ
ップ「オリジナルパターンで、素敵な布を染める」高知県立美術館（高知市）2016 年 2 月
27 日～3月 6日(全 4 回) 
 
 



















































第 6項 地方国立大学の実情と文化行政について 
本項では地方国立大学の実情と地域芸術の基盤的な役割を担う大学あるいは行政の現場
の現況について概要について説明する。 













現在、「文化芸術振興基本法」が成立してから 17 年が経過した。第 193 回国会（常会）


















月 19 日） 
34 文化芸術基本法について（文化庁ホームページ参照）
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/kihon/geijutsu_shinko/index
.html（最終閲覧 2018 年 11月 18日） 

































































                                                   
36 高知県の人口データについて（高知県庁ホームページ参照）
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/120801/jinkoumondai.html（最終閲覧 2018年 6月 4
日） 
37 高知市の人口でーたについて（高知市公式ホームページ参照） 
http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/7/toukei1.html（最終閲覧 2018 年 6 月 4 日） 
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第 2 節では、『高知大学教育実践研究』第 32 号（2018）に提出した共著「郡頭神社の
絵金と協働教育」を用いて考察する。協働教育の実践について述べ、大学が地域で協働実
践する意義や課題について大学と地域の両面から検討する。 
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第 1節 絵金の状況整理（現状と課題） 
 第 1 節では、絵金の現状を明らかにするとともに、絵師・金蔵の生涯や時代背景を概観
しながら実地調査も踏まえて検証する。また、絵金と高知の祭礼文化が深く関わっている
ことについて示す。 



















                                                   
38 絵金蔵『絵金資料調査報告書 第１集―芝居絵屏風Ⅰ―』香南市・絵金蔵運営委員会、2013
年、p.176. 
















絵金蔵40（美術館）は赤岡絵金屏風保存会が中心となり、2005 年 2 月に誕生した。それ
まで絵金作品は民家で保存され各家庭で継承されていたが、現在では高齢化の問題もあ
り、23 隻の作品が絵金蔵に保管されている。その内 18 隻は赤岡町本町筋の氏子より須留
田八幡宮に奉納されたものである。土佐赤岡絵金祭りにおいて展示されるほか、須留田八






                                                   
39 明治 33 年頃、高知県香南市赤岡町の旦那衆がお金を出し合い、芝居小屋を造ったのが「弁




























第 2項 峯八王子宮の現状と絵金について 
（1）香南市の特徴 
































































黒く変色し、画面全体の 8 割が剥落してしまっている。1992 年 1 月時点に撮影されたもの






図 5 峯八王子宮表参道 筆者撮影 (2016年 2月 筆者撮影) 
 
 





















図 6 峯八王子宮境内、絵金作品展示風景 (1992年 1 月 柳本章撮影) 
 












第 3項 郡頭神社の絵金について 
調査対象地域である郡頭神社について 
本節は、2018 年 3 月に『高知大学教育実践研究』へ提出した共著「郡頭神社の絵金と協






図 7 峯八王子宮境内、絵金作品展示風景 (2016年 2 月 筆者撮影) 
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264 番地で、郡頭神社は「こほりづ」と読む。御祭神は大国主神である。延喜式内社であ
り、1872 年には郷社に列し、1946 年神社制度の改革により神社本庁に所属している。









学部の学生が 2017 年 6 月の輪抜けさま45の手伝いをし、その後 7 月の夏祭りにおいて、絵
馬台の設営や芝居絵屏風の陳列を協働作業で行った。境内に大型の絵馬台を山門状に組
                                                   








図 8 郡頭神社、絵馬台設営風景 (2017年 7 月 筆者撮影) 
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図 9 絵金作品の朽ちた和紙を採取（本紙・着彩なし） 





















図 10 絵金作品の朽ちた和紙を採取（本紙・墨色） 
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果は「郡頭神社の絵金と協働教育」『高知大学教育実践研究』第 32 号、2018 年（筆者共著
者）に大要が記されている。 
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現在、郡頭神社では 8 枚の芝居絵屏風と 4 枚の笑い絵が所蔵されている。それらの作品
は 1981 年の火災の教訓もあり、ブリキ製の箱に入れられている。また、湿気を配慮し、
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わってしまうということに留意しなければならない。 





























                                                   
47 藤田治彦「デザインの哲学～豊かさを再考する」『日本デザイン学会誌』第 24 巻 2 号、2017
年、pp.32-33. 




































































義）。http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/1341970.htm（最終閲覧 平成 30年 4 月
1 日） 







表 2 大学と地域のニーズの差異 （筆者作成） 
 大学の教育目標 地域の実情 








































第 3節 絵金研究と地域芸術に関して 
第 3 節では、絵金研究の現状が絵金蔵や高知県立美術館により問題提起されてきた状況











第 1項 高知県における絵金の意義 






































図 11 絵金蔵、作品修復作業 (2018年 10 月 筆者撮影) 





















































月 30 日～6 月 11 日）と、「これぞ暁斎！ゴールドマン・コレクション」（以下、「暁斎展」





































図 12 「もうひとつの絵金－芝居絵屏風をめぐる土佐の文化」会場風景 
高知県立美術館（筆者撮影） 





















図 13 「もうひとつの絵金－芝居絵屏風をめぐる土佐の文化」会場風景 
高知県立美術館（筆者撮影） 
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第 3章 ギュンター・グラスの芸術と地域性について 
はじめに 
第 1節 グラス版画の芸術性について 
第 1項 ギュンター・グラスについて 
第 2項 ギュンター・グラスの芸術の概要について 
第 2節 版画について 
第 1項 日独の版画家 
第 2項 版画の国際性と地域性 
第 3項 銅版画について 
第 3節 同時代の芸術思潮と版画家 
第 1項 現代アートの祭典としてのドクメンタ 






第 3項 ホルスト・ヤンセンの存在 
第 4節 ギュンター・グラス・ハウスの地域での芸術文化活動について 
第 1項 ギュンター・グラス・ハウスの実地調査 
第 2項 リューベックの地域性について 



























第 1節 グラス版画の芸術性について 
本節ではグラスの版画芸術について説明する。第 1 項では、芸術作品とは芸術家そのも
のであるという考えに立脚して、グラスの来歴について概観する。また、グラス版画の特




第 1項 ギュンター・グラスについて 
ギュンター・グラスは、1999 年にノーベル文学賞を受賞した小説家である。グラスの小
説「ブリキの太鼓」（1979）は映画化され、カンヌ国際映画祭でパルム・ドール（最高
賞）を受賞したことにより、広く知られることとなった。グラスは、1927 年 10 月 16 日、
                                                   




Behnhaus Drägerhaus・Museum für Natur und Umwelt・Museum Holstentor・Museumsquartier 
St. Annen・Kunsthalle St. Annen・St. Annen-Museum・TheaterFigurenMuseum・
Völkerkundesammlung・Industriemuseum Geschichtswerkstatt Herrenwyk が挙げられる。
https://die-luebecker-museen.de/（最終閲覧 2018年 9月 30日）及び https://grass-
haus.de/ （最終閲覧 2018 年 8月 28日） 
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バルト海に面した自由都市ダンツィヒ(現ポーランドのグダンスク)に生まれている。そし















ンチ (Leonardo da Vinci、1452-1519)やヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ













































56 吉川浩満「現代エロティシズム入門－その変容を捉えるための 20の書」『STUDIO VOICE』
411号、2017年、p.142. 
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1986 年に神奈川県立近代美術館で開催された「ギュンター・グラス版画展」に出品され
た全ての作品は、モチーフが何であるかを識別できる写実的な表現を用いている。この展
























                                                   
57 GünterGrass: Zeichnen und Schreiben:das bildnerische Werk des Schriftstellers 

























同様に 1972 年に描かれたエッチング「ポーランド旅行の途上で」（図 15）は、一本道を
歩く巨大な蝸牛が描かれている。正方形（25×25cm）の構図はどっしりと安定している。
                                                   
59 松村明（編者）『大辞林』三省堂、1988年、p.2246. 
図 15「ポーランド旅行の途上で」1972 































                                                   
60 ヴィリー・ブラント（Willy Brandt、1913-1992）は、ドイツ連邦共和国（旧西ドイツ）の
政治家。第 4代連邦首相（1969-1974）。1971年、ノーベル平和賞を受賞している。 
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現在、版画の概念は多様化にむかっている。20 世紀には 4 版種（凸版、凹版、平版、孔
版）が確立された。代表例のみ提示する。凸版には木版画（小口木版や浮世絵）、凹版に
は銅版画・エッチング62・ドライポイント63、平版にはリトグラフ・石版画・オフセット印



















第 2項 版画の国際性と地域性 
複数の国際版画展を見ると、銅版画の技法を好んで制作に用いる版画家は国際的にみて
も非常に多い。筆者も出品するスペインの「カダケス国際小版画展」は、1981年より開催












































                                                   
65 2017 年は日本万国博覧会記念基金、アサヒグループ芸術文化財団、野村財団から助成を受け
て「いの町紙の博物館」が展覧会を主催している。http://kamihaku.com/triennial（いの町

































第 1項 現代アートの祭典としてのドクメンタ 
本節では、戦後ドイツの美術界の動勢を概観することで、グラスの芸術への姿勢を考察
しながら、主としてドクメンタについて扱う。ドクメンタとは、現在まで続く現代美術の
祭典である。「ドクメンタ」はドイツのヘッセン州カッセル69で 1955 年から 5 年ごとに開






                                                   
69 カッセルは、人口はおよそ 20 万人であり、ヘッセン州の北西部に位置し、ICE も停車する交
通の便の良い場所である。 
70 中村信夫「カッセルからのレポート」『美術手帖』2月号、1982年、pp.48-49. 




シャ・アテネでも開催された。カッセルでは、2017 年 6 月 10 日から 9 月 17 日まで、アテ



























                                                   
71 飯田善国「＜ドクメンタ＞になにをみた」『美術手帖』12月号、1972 年、pp.85-115. 





























                                                   
72 若江漢字「社会彫刻の意味するもの」『美術手帖』4月号、1983年、pp.24-29. 
73 前野寿邦「『ドクメンタ 6』に対する反響 2」『美術手帖』12月号、1977 年、pp.110-111. 
74 依岡隆児『ギュンター・グラス《渦中》の文学者』集英社新書、2013年、pp.30-35. 
75 バウハウスとは 1919 年から 1933年までの期間にドイツで存在した美術・デザイン・工芸・
建築などを統合したデザインの学校である。 
































































                                                   
80 展覧会図録『バウハウス展―ガラスのユートピア』宇都宮美術館、集巧社、2000 年、pp.8-
19. 









82 ウィリアム・モリス（William Morris）裕福な株式仲介人の息子として 1834年にロンドン
で生まれる。染色、出版物や壁紙のデザインをてがける。オックスフォード大学でジョン・ラ
スキンの影響を強く受ける。デザイナーであり思想家・起業家でもあるマルチな才人であった。 


























                                                   
83 本村健太「ナチ時代のバウハウス―バウハウス様式と国家社会主義」『岩手大学教育学部研
究年報』第 57巻、1997 年、pp.1-12. 
84 ルートヴィヒ・ミース・ファン・デル・ローエ（Ludewig Mies van der Rohe）建築家。
1886 年、アーヘン（ドイツ）に生まれる。建築家ペーター・ベーレンスの事務所に勤務した後、
フリー活動。1929 年、バルセロナ万国博覧会のドイツ館（バルセロナ・パビリオン）を設計。



































                                                   


































                                                   
87 Gropius,W.:Idee und Aufbau des Staatlichen Bauhauses. In: Walter Gropius: 
Staatliches Bauhauhaus Weimar 1919-1923. Weimar/München（Kraus Reprint）1923 (reprint 
1980). 
88 ここでのプロトタイプはデモ版や試作品・実物モデルという意味で使う。 


































ル』第 2 号、2005年. 































                                                   
90 展覧会図録『画狂人ホルスト・ヤンセン』平凡社、2005年、p.5. 
































                                                   
91 同書、p.15. 

















第 1項 ギュンター・グラス・ハウスの実地調査 
本稿では、主としてギュンター・グラス・ハウス（Günter Grass-Haus）（以下、グラ
ス・ハウスと記す）を調査した内容をまとめるものである。グラスは 1970 年代から 1980
年代にかけて版画を数多く制作している。技法に関しては、ドライポイント、アクアチン
ト、エッチング等である。グラス・ハウスでは多数の版画が所蔵されている。著者が訪問








調査期間は 2018年 8 月 26日から同年 8月 28 日までの、のべ 3日間である。 
グラス・ハウスは 2002 年 10 月に設立された。リューベックの旧市街のほぼ中央にあ
り、聖カトリーヌ教会に隣接した美しい場所に位置している。グラス・ハウスの入り口は





い。営業時間は午前 10 時から午後 5 時までで筆者の訪問した朝 10 時頃は館内には鑑賞者














図 16 ギュンター・グラス・ハウスの正面通り 
2018年 8 月 筆者撮影 






























                                                   
92 日本画や水墨画に見られる、絵の中に文字（詩など）が一体化した芸術表現のこと。 








図 18 ギュンター・グラス・ハウス展示風景 
2018年 8 月 筆者撮影 
 
図 17 ダンツィヒ三部作表紙デザイン  
2018年 8 月 筆者撮影 
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また、いわゆる美術館の展示とは異なり、作品と作品の距離があまりなく、そのぶんの
空いた壁にグラスの言葉（メッセージ）が印字されていた。例えば「Bin ich nun 













                                                   
93 シュピーゲル紙、オンライン記事（2002年 10月 18日 16:02、キャスティン・シュナイダー
http://www.spiegel.de/kultur/literatur/guenter-grass-in-luebeck-ich-fuehle-mich-
hier-gut-aufgehoben-a-218709.html（最終閲覧 2018 年 10月 10 日） 
 
 
図 19 ギュンター・グラス・ハウス展示風景その 2 
2018年 8 月 筆者撮影 























次回の展覧会は「色の中のグラス ギュンター・グラスの水彩画展」で、2018 年 10 月
16 日から 2019 年 2 月 3 日まで開催される。グラス・ハウスのホームページでは次回展に
ついて次のように紹介されている。「グラス・ハウスでは、60 年間の 90 点の水彩画、多く
の作品を作るために作家が使った道具の特別展示会が開催される。来館者は彼の人生と、
ドイツの戦後がいかに彼の色彩の扱い方の変化にかかわっているか、順を追って身近に体
                                                   
94 1856 年生まれ。アイルランド・ダブリン出身。文学者と教育家としての活躍し、94 歳で没
するまでに 53本もの戯曲を残している。1925年にノーベル文学賞を受賞した作家である。 
95 カメラのシャッターの開閉を遠隔で操作する器具。 
96 「ギュンター・グラス 75 歳」シュピーゲル紙オンラインサイトの記事を参照。（シュピー
ゲル紙はドイツの大手新聞社である。）http://www.spiegel.de/kultur/literatur/guenter-
grass-in-luebeck-ich-fuehle-mich-hier-gut-aufgehoben-a-218709.html（2002年 10 月 18日
の掲載記事）、（最終閲覧 2018年 9月 4日） 































                                                   
97 ギュンター･グラス･ハウス公式ホームページより抜粋 https://grass-haus.de/grass-in-
farbe（最終閲覧 2018 年 9 月 15日） 
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登録（1987 年）されている。町の通称は「ハンザの女王」と言われ、12 世紀から商人が
行き交う活気溢れた港湾都市として発展してきた。 

















図 20 聖ペトリ教会展望台からの眺望（リューベック） 
2018年 8 月 筆者撮影 

































































































                                                   
98 日本語では超現実主義と訳され、政治･思想･文学･美術などさまざまな分野に大きな影響を
与えた。代表的な芸術家として、ダリ､エルンスト､デ・キリコ、マグリットなどが有名である。 






















                                                   
99 グラスは中央公論社の『海』（10 月号）1978 年に大江健三郎と「文学と戦争体験」というテ
ーマで対談し、副題には「地域性の力」がつけられている。この対談には、グラスの地域に対
する想いや芸術に対する考え方が論じられている。 




104 万人。事業費 13.9 億円に対し、地域への経済波及効果が約 140 億円と試算されている。
https://setouchi-artfest.jp/about/ 瀬戸内国際芸術祭公式ホームページ参照（最終閲覧
2018年 9月 20日） 
101 越後妻有大地の芸術祭は、新潟県十日町市、津南町（妻有地域）で、2000 年から 3 年に 1
度開催されている世界最大級の国際芸術祭である。芸術祭の期間中は２市にわたって作品が展
示されている。前回 2015 年は約 51 万人の来場者数を記録し、約 50 億の経済効果や雇用・交
流人口の拡大をもたらしている。http://www.echigo-tsumari.jp/about/overview/ 大地の芸
術祭公式ホームページ（最終閲覧 2018年 9月 20日） 
102 特定の場所に設置するために制作された美術作品および制作プロセスのことである。制作者





































閲覧 2018年 10月 5日） 
104 ギュンター・グラス（訳者依岡隆児）『玉ねぎの皮をむきながら』集英社、2008 年、p.400. 












































  - 120 - 
第 4章 地域芸術をめぐる絵師・金蔵とギュンター・グラスについて 
はじめに 
第 1節 比較考察（絵師・金蔵とギュンター･グラス） 




























































                                                   
105 野田由美意「オットー・パンコックの木炭画連作《受難》―制作の背景」『成城美学美術
史』第 24号、2018 年. 































                                                   
106 土佐弁で高知県男性の気性を表している。「頑固者」「快男児」「酒豪」「気骨のある」といっ
た意味で用いられる。 
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107 依岡隆児「核の時代のギュンター・グラス～日独文学の〈対話〉研究」『徳島大学言語文化
研究』第 20 巻、2012 年、p.112. 
108 原研哉『日本のデザイン―美意識がつくる未来』岩波書店、2011年. 
109 柳宗悦「作家の品と民藝品」『民藝』第 92号、1960年. 





























                                                   
110 対話の軌跡：大江健三郎とギュンター･グラス（ドイツ文化センターホームページ参照）
https://www.goethe.de/ins/jp/ja/kul/mag/20722233.html（最終閲覧 2018 年 9 月 14日） 
111 文化芸術基本法について（文化庁ホームページ参照）
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/kihon/geijutsu_shinko/index
.html（最終閲覧 2018 年 11月 1日） 
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終章 
第 1節 本論のまとめ 
第 2節 今後の課題と展開 
 
 
第 1節 本論のまとめ 
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112 高本研一「グラス、日本の二週間」『すばる』第 35号、1978 年、pp.163-165. 







































インの変遷について」『徳島大学総合科学部 人間社会文化研究』第 14 号、2007年 
石井健二、吉岡一洋「グラフィックデザイン教育に関する研究－2 －デザインマネジメン
トと広告制作の関係－」『徳島大学総合科学部人間社会文化研究』第 15 号、2008年 
石井健二、吉岡一洋「グラフィックデザイン教育に関する研究－3 －バウハウスにおける
教育と歴史的背景及び今日のデザイン教育に関する考察－」『徳島大学総合科学部 人間





絵金蔵『絵金資料調査報告書 第 1 集―芝居絵屏風Ⅰ―』香南市・絵金蔵運営委員会、
2013年、p.176 
『絵金蔵収蔵品目録 改訂版』高知県香南市、2010年 
『絵金生誕 200年記念 高知絵金ガイドブック 2012』高知県立美術館・香南市、2012年 
『絵金展 土佐の芝居絵と絵師金蔵』高知県立美術館、1996年 
  - 136 - 
『絵金 幕末土佐の芝居絵』未来社、1968年 
大井 敏恭、堀田 真紀「地域固有の芸術を,持続可能に発信し続けるために必要なもの-札
幌の現代芸術を中心にして-」『北翔大学北方圏学術情報センター年報』第 2 巻、2009 年、
pp.23-39 
大江健三郎「文学と戦争体験」『海』10巻、中央公論社、1978年、pp.312-327 









ギンザ・グラフィック・ギャラリー企画「ggg Books 別冊―2 永井一正」DNP グラフィック
デザイン・アーカイブ、2004年 
楠瀬慶太「小龍の絵馬 夏祭りで復活」『高知新聞』1987年 7月 22日 17面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 1保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 1月 30日 22面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 2保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 1月 31日 26面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 3保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 2月 1日 24面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 4保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 2月 2日 24面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 5保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 2月 3日 24面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 6保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 2月 4日 26面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 7保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 2月 5日 30面 
楠瀬慶太「絵金屏風の風景 8保護と活用のはざまで」『高知新聞』2017 年 2月 6日 22面 
Grass, Günter:Zeichnen und Schreiben:das bildnerische Werk des Schriftstellers 
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山脇道子『バウハウスと茶の湯』新潮社、1995年 







ける生涯教育の実践的研究－」『高知大学教育実践研究』第 29号、2015 年 
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